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児
童
扶
養
手
当
法
が
成
立

一語
当
者
は
届
け
出
て
下
さ
い

児
童
扶
養
手
当
法
が
去
る
十
月
三
十

一

日
臨
時
国
会
最
終
日
に
議
決
成
立
し
十

一

月
三
十
日
公
布
、
同
日
施
行
に
な
り
ま
し

た
。市

町
村
で
は
十
二
月

一
日
か
ら
巾
清
衛

の
受
付
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
か
ら

左
記
該
当
者
は
役
場
民
生
課
へ
防
出
て
下

炉、
？
、
。

I
』

ζ

0

・v

児
市
扶
覧
手
当
の
受
給
資
協

日
本
国
民
で
あ
っ

て
国
内
に
住
所
を
有

す
る
児
童
に
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
児
蛍
と

は
、
義
務
教
育
終
了
前
即
ち
中
学
校
卒
業

前
の
者
で
次
に
誌
当
す
る
児
童
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

て
父
母
が
婚
網
を
解
消
し
た
児
童
（

父
母
の
場
合
の
み
）

二
、
父
が
死
亡
し
た
児
童

三
、
父
が
廃
疾
の
状
態

〈
障
害

一
級
程

度
）
に
あ
る
者
の
児
童

四
、
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
者
の

川
ん
出
品

五
、
父
か
ら
引
続
き
一
年
以
上
遺
楽
さ

れ
て
い
る
児
童

六
、
父
が
引
続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

七
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
の
児
滋

支
給
の
制
限

一
、
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
な
い
。

二
、
児
童
が
里
親
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い

る
場
合
及
び
公
的
機
関
に
牧
容
さ
れ
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
、
所
得

川
児
童
の
監
護
又
は
養
育
す
る
者
が
前

年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
児

童
の
生
計
を
維
持
し
た
時
は
十
三
万

円
に
そ
の
児
童

一
人
を
増
す
ご
と
に

三
万
円
を
加
算
し
た
額
以
上
に
所
得

を
有
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
。

仰
母
に
対
す
る
手
当
は
そ
の
母
の
扶
養

義
務
者
が
そ
の
生
計
を
同
じ
く
し
、

六円送料六円定｛illiリ聞叩印越両印刷所場役町日朝編集兼発行人

そ
の
所
得
が
五
十
万
円
以
上
の
場
合

は
、
そ
の
母
の
子
が
支
給
条
件
を
具

備
し
て
い
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
手
当
額

月
額
児
童

一
人
の
場
合
八
百
円

町
二
人
の
場
合
四
百
円
加
算

児
童
二
人
以
上
の
場
合
は
増
加

一
人
に

付
二
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

支
給
期
日

認
定
諮
求
書
が
市
町
村
で
受
付
さ
れ
た

理
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
電
扶
養
手
当
認
定
請
求
手
続

児
童
を
監
護
す
る
母
又
は
母
以
外
の
者

で
そ
の
児
童
を
養
育
、
監
護
す
る
者
が

市
町
村
の
窓
口
で
認
定
請
求
書
及
び
添

付
書
類
等
を
も
ら
っ
て
必
要
事
項
記
載

捺
印
の
う
え
、
再
び
窓
口
ヘ
提
出
し
て

下
さ
い
。

詳
細
は
役
場
民
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

平：
護和 ）
持観 ｛
委音；
員 奉 i
会 賛 f
発 会 ：
足

こ
の
程
小
川
温
泉
元
湯
で
平
和
観
音
奉

賀
会
総
会
を
開
き
、
会
員
四

O
O人
が
参

集
し
て
、
会
則
の
審
議
及
び
役
員
の
選
出

を
行
い
新
し
く
平
和
観
音
を
護
持
す
る
委

員
会
が
発
足
し
た
。

新
役
員
は

会

長

副
会
長

中
川
寛
治

清
水
伝
平

更
回
四
佐

顧

問

本

村

本

松

常

務

理

事

山

崎

武

則

理

事

鹿

態

安

正

上

烏

栄

作

H

広
沢
三
郎
荒
木
大
作

H

沢
本
啓
次
鹿
熊
久
一

魚
津
寅
古
口
古
市
利
夫

台
市
繁
太
郎

沢
田
喜
与
四

赤
川
重
次
水
野
儀
一

" 
幹監

事事

貧
し
い
人
々
に

皆
さ
ま
の
愛
の
手
を

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

寒
い
冬
と
と
も
に
あ
わ
た
だ
し
い
師
走

の
月
が
参
り
、
年
の
瀬
の
然
、
い
夜
空
に
明

日
の
日
を
案
じ
、
楽
し
い
正
月
も
脅
し
い

が
放
に
淋
し
く
迎
え
る
人
速
の
た
め
に
、

朝
日
町
と
朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共

催
で
、
今
年
も
再
び
歳
末
た
す
け
あ
い
運

助
の
一
還
と
し
て
各
戸
に
愛
の
袋
を
配
布

し
て
皆
さ
ま
の
深
い
御
理
解
と
同
情
を
求

め
町
内
の
貧
し
い
人
達
に
温
い
た
す
け
あ

い
の
真
心
を
贈
る
運
動
を
十
二
月
五
日
よ

り
二
十
日
ま
で
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
町

民
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

朝

日

町

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会

ニ
等
陸
、
海
、
空
士

自
衛
官
採
用
し
ま
す

今
が
受
験
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

入
隊
に
つ
い
て
は
採
用
試
験
に
合
格
し

て
か
ら
き
め
れ

J

ば
よ
い
の
で
す
。
今
す
ぐ

受
験
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
資
絡

年
令
十
八
才
J

二
十
五
才
未
満
男
子

①
受
付
期
間
及
び
場
所

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
日
か
ら
昭
和

一
二
十
七
年

一
月
二
十
五
日
ま
で
、
朝
日
町

役
場
又
は
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

①

試

験

試
験
は
簡
単
な
筆
記
試
験
〔
国
語
ハ
作

文
を
含
む
）

、
数
学
、
社
会
〕
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査
を
行
い
、
一
日
で
終
り
ま

す
。

①

待

遇

初
任
給
月
額
約
八
、
六

O
O円
、
衣
食

支
給
、
志
願
案
内
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
総
務
線
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い

4
E
E

守，・
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労
働
条
件
の
向
上
を
川
肘

M
U一一一一一凶作」
引いしれ一一

労
務
対
策
眼
歓
会
開
か
あ

事
に
よ
っ
て
求
人
難
打
開
策
の
一
環
と
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
特
に
新
聞
紙
上
等
で
中
小
企
業
の
一

労
務
管
理
問
題
が
口
に
さ
れ
、
叉
深
刻
化
一

児

童

生

徒

の

し
殊
に
商
店
の
求
人
に
対
し
て
充
当
率
の
一

低
下
が
自
立
ち
、
当
会
で
は
去
る
十
一
月
一
健
全

な

育

成

を

二
十

一
日
泊
公
民
館
に
於
て
関
係
諸
国
体
一

の
関
係
者
を
招
き
懇
談
並
び
に
説
明
会
を

一

教

育

態

談

会

行

わ

る

開
催
致
し
ま
し
た
c

先
づ
当
局
が
現
状
を
一
朝
日
町
P
T
A連
絡
協
議
会
主
催
の
教

説
明
致
し
、
続
い
て
学
校
側
ヘ
大
企
業
へ
一
育
懇
談
会
は
＝
十
二
日
午
后
泊
小
学
校
で

の
求
職
と
中
小
企
業
へ
の
求
職
の
比
率
及

一
関
か
れ
た
。
町
内
各
学
校
P
T
A
正
副
会

び
現
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。
今
春
一
長
学
校
長
学
教
研
部
員
な
ど
参
会
者
三
十

い
わ
ゆ
る
過
去
の
状
態
を
に
ら
み
合
わ
せ

一
余
名
、
林
車
保
小
学
校
長
の
司
会
で
現
下

て
見
れ
ば
年
々
大
企
業
へ
の
求
職
の
意
欽
一
の
教
育
問
題
に
つ
い
て
懇
談
を
進
め
た
ι

が
高
ま
り
殊
に
町
内
求
職
は
少
な
く
頭
を

一内
容
は
児
童
生
徒
の
道
徐
教
育
を
中
心
と

ぺ
l
、I
J

脳
ま
し
て
お
り
、
求
人
に
対

一
し
た
学
校
家
庭
支
却
と
教
師
の
協
力
、
学

一

）

一
し
て
の
供
給
は
約
三
劃
程
度
一業
成
績
と
学
力
テ
ス
ト
、
文
兄
負
担
教
育

…

F
二

と
い
う
状
態
で
み
る
。
尚
求
一
費
の
軽
減
公
費
に
よ
る
教
育
費
の
大
巾
増

…
』
」
町

一
職
者
の
意
見
を
綜
合
的
に
見
一額
等
で
、

従
来
こ
の
種
の
会
合
に
み
ら
れ

…

c
－
れ
ば
最
近
は
賃
金
問
題
は
第
一
が
ち
な
上
回
仰
り
な
き
れ
い
ご
と
で
な
く
隔

；

』

一

こ
と
な
り
労
務
管
理
つ
ま
り
一
意
伝
奏
し
た
討
議
が
わ
わ
れ
た
。
そ

一
4
J
一
労
働
条
件
に
対
し
て
関
心
が
一
し
て
朝
日
町
内
児
童
生
徒
の
健
全
な
宵
成

一
色
民

一
深
ま
り
休
日
の
問
勉
、
開
閉
一

に
共
通
の
型
解
と
基
盤
を
培
い
P
T
A
の

一
ョ
ソ
一

時
の
間
勉
、
社
会
保
険
の
則
一
組
織
的
な
力
で
一
胞
の
努
力
を
話
合
っ
た

一
工

一

庖
な
と
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、

一

一
一
ト

一
叉
将
来
性
に
つ
い
て
も
生
徒
一

身

体

障

害

者

の

方

は

a

埠
畑

一
自
身
に
お
い
て
検
討
す
る
様
一

一
－
F
一
に
な
り
、
中
小
企
業
へ
の
意
一

手

帳

を

受

け

ま

し

ょ

う

ん
明
白
川
だ
ん
低
下
す
る
様
に
な
っ
て
来
一
現
在
朝
日
町
長
身
体
障
害
の
た
め
手

て
い
る
。
今
後
の
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
一
帳
を
受
け
、
明
る
い
生
活
を
送
り
障
害
者

く
ま
で
も
労
働
条
件
の
改
革
が
第

一
と
な
一相
互
の
親
睦
を
は
か
り
強
く
生
き
て
居
ら

り
、
管
理
す
る
側
に
お
い
て
も
相
当
の
時
一
れ
る
方
々
は
約
三

O
O人
程
居
ら
れ
ま
す

聞
が
か
か
る
も
の
と
見
て
い
る
。
次
に
安
一
ま
だ
手
帳
を
受
け
て
居
ら
れ
な
し
方
々

定
所
の
求
人
、
求
職
に
対
し
て
の
説
明
が
一

は
非
常
に
多
い
左
思
い
ま
す
の
で
一
人
で

あ
り
、
魚
津
管
内
〈
旧
下
新
川
）
で
の
中
一
も
多
く
利
用
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

学
卒
の
中
、
就
職
希
望
は
約
三
割
で
あ
り

一

朝
日
町
で
は
身
体
障
害
者
の
方
の
福
利

そ
の
中
の
地
元
就
職
が
大
企
業
関
係
は
六
一
噌
進
の
完
壁
を
期
す
る
た
め
身
体
障
害
者

割
、
あ
と
四
割
は
県
外
及
び
家
事
就
業
と
一
協
会
が
あ
り
、
左
記
の
役
員
が
居
ら
れ
ま

な
っ
て
レ
る
、
特
に
内
容
的
に
は
女
子
は
与
ず
の
で
巴
々
と
相
談
し
て
下
さ
い
。

繊
維
関
係
、

男
子
は
鉄
鋼
関
係
が
多
く
全
一
朝
日
町
身
休
障
害
者
協
会

休
の
七
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

一

会

長

島

問

秀

作

こ
の
様
な
数
字
か
ら
し
て
今
後
の
方
範

一

副

会

長

大

蔵

栄

作

水
島
房
男
十
七
日
は
記
念
式
を
あ
げ
校
下
民
と
ぞ
っ

高
田
懲
次
郎
て
八
十
八
年
の
伝
統
と
躍
進
を
祝
い
、
同

小
坂
米
士
口
校
出
身
整
形
外
科
の
世
界
的
権
威
と
し
て

河

内

俊

正

研

究

の

深

ま
っ
て
い
る
清
水
源
一
郎
博
士

川
上
喜
之
助
の
業
績
発
表
講
演
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が

大
菅
栄
作
行
わ
れ
た
。
尚
今
回
同
校
後
援
会
が
結
成

竹
内
正
幸
さ
れ
学
校
の
施
設
々
備
の
充
実
に
着
手
さ

館

長

久

れ

た

こ

と

は

同

校

児

童

の

掌

福

岡

校

の

卸

幹

事

魚

住

郎

総

か

し

い

発

展

に

大

き

な

力

を

加

え

る

も

の

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
は
次
の
よ
う
な
援

一
で
あ
る
。

護

が

あ

り

ま

す

。

一

て
身
体
障
害
者
職
業
相
談
職
業
補
滋
一

所
の
あ
っ

せ

ん

一

国

民

年
金

に

つ

い

て
今
一

度

て
身
障
者
吏
正
相
談
資
金
の
貸
付
一
国
民
年
金
制
度
は
「
国
民
の
す
べ
て
に

て
補
装
具
の
支
給
修
理
一
年
金
（
恩
給
）
を
」
と
い
う
今
ま
で
陽
の

て
国
鉄
、
地
鉄
パ
ス
電
車
の
半
額
一
自
に
あ
た
ら
な
か
っ
た
人
々
に
対
す
る
有

1〉
｝
〈

5
｛

｝

i
i
ぅ！
i
j｝
t
t
f』
一
難
い
制
度
で
あ
り
ま
す
。

一
昭
和
三
十

七

年

度

一

一

と

こ

ろ

が

四

月

か

ら

保

険

料

の

徴

牧

が

一

新

年

祝

賀

名

刺

受

換

会

一

一

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
納
入
成
績
は
必

日

の

開

催

案

内

～
一
ず
し
も
良
い
と
は
云
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

一

日
時
一
月
一
日
午
前
十

一

時

三

多

額
の
国
庫
補
助
を
つ
け
た
年
金
制
度
の

川

場
所

泊
高
等
学
校
講
堂

（一
恩
典
に
浴
す
る
権
利
を
み
す
み
す
棄
て
て

N

参
加
希
望
者
は
、

来
る
十
二
月
二
十

ご
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
時
々
地
区
を
廻

～
＝
一
臼
ま
で
町
内
会
、
各
都
務
所
、
官

（
一
っ
て
見
る
と
「
そ
ん
な
良
い
制
度
で
あ
る

～
公
庁
等
で
と
り
ま
と
め
て
、

一
人
当

ヤ
一
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
告
白
す
る
方
の

山
り
金
百
五
十
門
を
添
え
て
役
場
総
務
ご
多
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。

｛
謀
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い

～
一
尚
皆
さ
ん
の
案
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
つ

Y
3
う
〉
〉
〉
〉
〉
｝
》
》

J
t
t
t〈
〈
〈
〈

f
t
t
t‘
一
い
て

創

校

八

十

八

周

年

て

、
経
済
事
情
が
大
き
く
変
っ
た
場
合
ど

一
う
な
る
か

記

念

行

事

一

国

民

の
生
活
水
準
そ
の
他
の
震

に

｜

｜

大

家

圧

小

学

校

｜

｜

一

著

し

い
変
化
を
生
じ
た
場
合
、
そ
の

一
時
の
状
況
に
応
じ
て
調
整
が
加
え
ら

明
治
六
年
知
新
小
学
校
と
し
て
帆
々
の

一

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

戸
を
あ
げ
た
大
家
圧
小
学
校
は
本
年
八
十

一一
一
、
軍
人
恩
給
を
貰
っ
て
い
る
者
は
ど
う

八
周
年
を
迎
え
こ
の
程
意
義
あ
る
記
念
行
一

E

一
な
る
の
か
。

事
を
行
っ
た
。

一一
国
民
年
金
に
入
り
た
い
人
は
入
っ
て

先
ず
十
一

月
六
日
は
前
夜
祭
の
意
味
を
一

一
六
十
才
迄
掛
金
を
掛
け
て
二
つ
の
年

ふ
く
め
℃
記
念
音
楽
会
を
開
き
同
校
出
身
一

コ

一

金
を
貰
え
る
o

N
H
K
心
新
進
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
川
上
久

一

雄
氏
の
前
奏
を
公
開
し
、
十
六
日
に
は
「
て
、
途
中
で
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か

地
日明に
た
つ
理
科
教
育
」
の
研
究
発
表
会
一

死
亡
一
時
金
と
し
て
三
年
以
上
に
は

を
開
き
昭
和
二
十
二
年
以
米
の
着
実
な
安
一
最
低
五
千
円
か
ら
n
以
前
五
万
二
千
円

践
研
究
を
発
表
し
好
評
を
博
し
た
。
史
に
一
ま
で
差
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
レ
る

理 理

事 事

噌
1

・7’anL

H

み
ん
な
の
力
で
歳
末
防
犯
H

年
の
瀬
と
と
も
に
、
人
の
心
は
い
ら
た

だ
し
く
、
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
、
お
金
の
動
き
も
次
第
に
活
発
と
な
り

ま
す
。こ

れ
を
狙
う
空
巣
、
ス
リ
、
万
引
、
果

て
は
暴
力
沙
汰
ま
で
も
お
き
ま
す
。

普
察
で
は
成
末
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
ふ
や

し
、
夜
の
嘗
戒
も
厳
し
く
し
ま
す
が
、
皆

さ
ん
も
次
の
注
意
を
守
っ
て
犯
罪
の
な
い

明
る
い
年
越
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
戸
締
り
、
留
守
番
を
し
っ
か
り
し
ま
し

よ矢フ。年
末
は
と
か
く
外
出
が
ち
、
戸
締
り

を
忘
れ
ず
、
叉
隣
近
所
へ
も
「
留
守

に
す
る
か
ら
」
と
頼
み
ま
し
ょ
う
。

①
ス
リ
、
万
引
、
か
っ
ぱ
ら
い
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う。

人
ご
み
の
中
で
は
特
に
気
を
つ
け
・ま

し
ょ
う
。

V

余
分
の
お
金
は
い
持
ち
歩
か
な
い

マ
カ
バ
ン
や
手
さ
げ
は
体
の
前
に

①
暴
力
に
泣
き
寝
入
り
は
禁
物
で
す
。

気
持
の
い
ら
い
ら
し
て
く
る
年
末
に

は
、
暴
行
、
傷
容
、
ゆ
す
り
、
た
か

り
な
ど
の
暴
力
行
為
が
ふ
え
て
き
ま

す
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で
も
決
し
て

泣
き
・
桜
入
り
し
な
い
で
す
ぐ
に
警
察

へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

①
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は

現
場
は
そ
そ
ま
ま
に
し
て

一
刻
も
早

く
警
察
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

文
押
し
売
り
や
強
盗
に
対
し
て
は
言

葉
使
い
や
態
度
に
注
意
し
て
、

相
手

を
へ
た
に
刺
激
し
な
い
よ
う
に
し
、

冷
静
に
犯
人
の
人
相
、
特
質
を
確
か

め
て
お
き
、
す
ぐ
警
察
へ
知
ら
て
下

．、，、。
ー、，、
tuv

今
年
も
「
み
ん
な
で
防
犯
、
明
る
い
年
末

」
を
モ
ッ
ト
ー
に
防
犯
組
合
な
ど
を
活
発

に
し
て
年
末
の
犯
罪
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（入
普
暫
察
署
）
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年

山
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道

下

行

道

大

官

孝

官

問

純
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松

田

久
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川
瀬
ミ
ツ
エ

小

川

忠

光

大
京
庄
地
区

坂

口

栄

子

大

倉

盛

坂

口

紀

子

大
久
保
雅
子

大
久
保よ

し
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前

川

槙

子

前

川

昭

治

森

田

行

夫

水

野

貞

子

松
田
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み
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広

沢

紀
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大
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民
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稲

村

毅

清

水

春

男

清

水

徹
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忠

二

大
井
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り
レ
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水
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正
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水
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合
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高
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本
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井
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弘
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地
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谷
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て
る
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和
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道
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恭
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小
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間

光
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暁
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長
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昨
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長
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智
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舟

川

新

部

落

ひ

富
山
県
為
ぴ
富
山
新
聞
社
共
催
の
富
山

県
農
村
文
化
賞
部
落
選
定
に
当
り
わ
が
朝

日
町
か
ら
舟
川
新
部
落
を
推
薦
出
・
込
中
で

あ
り
ま
し
た
が
県
審
在
委
員
会
で
は
再
三

に
亙
る
現
地
調
配
と
書
一
間
審
査
の
結
果
、

見
事
受
賞
の
栄
を
得
ま
し
た
。

市町
川
新
は
却
港
民
五
九
戸
が
常
に
融
和

L
L
団
結
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
耕
地
の
陀
函

整
型
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
畔
一畔
、
農
道
、用
水

な
ど
生
障
基
憾
の
整
備
を
図
る
と
共
に
近

代
的
処
業
の
取
入
れ
に
よ
り
経
営
の
改
善

に
大
な
る
成
果
を
牧
め
、

又
生
活
文
化
の

改
普
向
上
に
対
す
る
婦
人
会
な
ど
各世間
団

体
の
事
業
も
臨
め
て
活
様
で
然
も
計
図
的

な
模
純
活
動
を
行
ウ
て
阿
る
も
の
で
、

今
川
の
受
賞
は
日
頃
に
お
け
る
話
形
民

の
男
力
の
賜
で
あ
り
町
民
九
伎
と
共
に
こ

こ
に
深
く
お
務
び
中
し
上
げ
る
次
ー
で
あ

り
ま
す
。

さ
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・・
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．
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あ第 76号（昭和32年8月8日）
策5極郵便物認可j

（
朝
日

町

青

年

議

会
〉

干
郵
便
局
だ
よ
り

一
、
年
賀
状
は
遅
く
と
も
十
三
月
ご
十
三

日
ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。

て

小
包
郵
便
物
は
十
一
「
月
十
五
日
頃
ま

で
に
出
し
て
下
さ
い
。

一
、
表
札
を
掲
示
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
郵
偲
物
が
大
変
ふ
く
そ
う
し

ま
ず
か
ら
次
の
点
に
御
注
意
下
さ
い
。

①
小
包
郵
便
物
は
必
ず
荷
札
二
枚
を
つ

け
て
小
包
自
体
に
も
住
所
氏
名
を
明

記
願
い
ま
す
。
な
お
小
包
郵
純
物
に

つ
い
て
は
十
二
月
十
六
日
以
降
引
受

を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
年
賀
状
の
宛
名
は
祷
他
一肩
書
ま
で
完

A
i
に
記
載
し
、

特
に
子
供
さ
ん
や
生

徒
等
か
ら
出
さ
れ
る
年
賀
状
は
必
ず

ハス
兄
名
を
書
い
て
川
し
て
下
さ
い
。

一
山

朝
日
町
青
年
議
会
開
く
一

第
四
回
朝
日
町
青
年
祭

一一
事

朝
日
町
連
合
背
年
間
主
恨
の
第
四
回
朝
一
w

a町一
背
年
祭
が
十

一
月
十
九
日
と
二
十
三

一

日
の
両
日
一
体
育
の
部
と
文
化
の
部
に
分
か

一端

九
・
て
行
な
わ
れ
た
。

十
九
日
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ

一
樹

l
ポ
1
ん
が
行
な
わ
れ
、
パ
ス
ケ
ア
ト
ボ

一

l
ル
は
男
女
共
泊
青
年
回
、
パ
レ
｜
ボ
l

一

ル
は
男
子
山
崎
青
年
団
、
女
子
大
家
庄
青

一

年
団
が
そ
れ
ぞ
れ
廃
勝
し
た
。

一

二
十
三
日
は
活
動
発
表
民
、
意
見
発
表

一

皆

ん

な

の

力

で

の
青
年
議
会
が
行
な
わ
れ
、
活
動
発
表
で

一

く

ま

F
－
－』り

は
境
大
家
庄
、
山
崎
投
卜
悶
の
生
花
展
、

一

，
J

－E

号
、
コ
q

R

H

笹
川
校
下
聞
の
料
珂
匹
、
茶
道
研
究
報
告

一

H

早

い

通

報

少

な

い

損

害

H

大
家
庄
校
下
問
の
、

土
壌
調
内
側
引
や
、

泊、

南
保
校
下
凶
の
芸
能
発
表
が
、
日
常
い
よ
い
よ
火
災
の
多
発
期
に
入
り
ま
し

の
活
動
岐
果
な
い
か
ん
な
く
発
表
し
た
。
た
。
も
し
出
火
し
た
ら
す
ぐ
消
防
署
、
消

意
見
発
表
で
は
各
校
下
問
代
来
五
弁
士
防
閲
（
電
話
九
番
）
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

に
よ
り
熱
弁
を
競
い
へ
什
っ
た
が
、
男
子
の
こ
た
つ
、
臨
突
、

石
油
コ
ン
ロ
、
取
氏

邸
で
古
附
与
弘
君
、
女
子
の
部
で
岩
谷
美

一
な
ど
が
最
も
多
い
火
災
原
因
に
な
り
ま
す

生
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
一
位
と
な
っ
た
。
の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
少

午
後
か
ら
は
、
第
一
凶
制
庇
町
背
年
誠

一
い
損
害
で
終
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し

会
が
本
村
町
長
、
山
崎
助
役
、
以
下
各
課

一
ょ
う
。
〈
消
防
署
〉

長
出
席
の
も
と
に
役
場
議
場
で
聞
か
れ
た

ま
ず
町
長
の
町
政
全
般
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
て
、
ひ
き
つ
づ
き
一
般
質
問
に
う

つ
り
社
会
教
育
施
設
の
充
実
、
消
防
強
化

の
問
題
、
都
市
計
画
、
農
政
問
題
、
工
場

誘
致
と
電
源
開
発
生
一
一
に
つ
い
て
町
当
局
の

所
信
を
た
だ
し
た
。

最
後
に
谷
進
議
員
の
動
議
で
、
社
会
教
育

推
進
の
場
と
し
て
の
中
央
公
民
館
早
期
建

設
を
全
員
一
致
で
決
議
し
た
。

（
年
末
消
防
訓
練
）

ご

甲つ

手

捜

査

の

口

新
聞
や
雑
誌
、
な
ど
で

「
手
口
が
同
じ

だ
」
「
こ
の
手
口
は
前
科
者
だ
」
な
ど
と

い
う
こ
と
ば
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
白

こ
の
「
手
ロ
」
は
大
ざ
っ
ぱ
に
云
っ
て

犯
罪
の

「
や
り
口
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

泥
棒
や
詐
欺
の
犯
人
は

一
度
成
功
し
た

手
段
や
方
法
で
、
次
に
ま
た
同
じ
や
り
口

で
犯
罪
を
行
う
も
の
で
す
。
た
と
え
そ
の

方
法
が
側
か
ら
見
た
と
き
に
、
ま
だ
も
っ

と
ほ
か
の
危
険
や
苦
労
、
困
難
の
伴
わ
な

い
よ
い
方
法
が
あ
っ
て
も

一
度
成
功
し
た

や
り
口
が

一
つ
の
定
ま
っ
た
型
と
な
っ
て

余
程
の
理
由
の
な
い
か
ぎ
り
そ
の
や
り
口

は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

犯
罪
手
口
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
仕
性
質

を
も
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
犯
罪

の
や
り
口
を
詳
し
く
記
録
し
て
泥
隊
や
詐

欺
の
犯
罪
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
や
り

口
か
ら
逆
に
犯
人
を
割
り
出
し
て
い
こ
う

と
す
る
掛
査
の
一
方
法
を
犯
罪
手
口
制
度

と
か
手
口
被
査
と
か
一
広
う
の
で
す
。

マ
手
口
捜
査
の
し
く
み
、
泥
絡
や
詐
欺
の

や
り
口
か
ら
犯
人
を
発
見
し
て
い
く
た

め
に
は
い
ろ
い
ろ
の
資
料
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
そ
こ
で
、
鍵
識
課

に
は
沢
山
の
資
料
が
す
べ
て
カ
！
ド
に

一

よ
り
整
理
、
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

一

こ
の
う
ち
で
犯
罪
が
発
生
し
た
と
き
、

一

犯
罪
現
場
を
見
て
、
や
り
口
を
詳
細
に

一

記
録
す
る
カ
l
ド
（
被
害
通
報
票
と
い

一

っ
て
い
ま
す
）
と
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た

↑

と
き
そ
の
や
り
口
を
よ
く
調
べ
て
記
録

一

す
る
カ
ー
ド
（
犯
罪
手
口
原
紙
と
い
い

一

ま
す
）
と
が
手
口
捜
査
の
基
本
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
カ
ー
ド
の
や
り
口
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
犯
人
を
削
り
山
し
た
り
余

罪
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

こ
の
ほ
か
、
他
府
県
に
関
係
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
犯
人
に
つ
い
て
は
、
全
国
へ

手
配
す
る
た
め
の
刑
事
日
報
や
被
害
品

紹

介

入

善
警

察

署

の
発
見
に
利
用
す
る
カ
l
ド
、
ま
た
顔

の
わ
か
っ
て
い
る
犯
人
を
探
す
た
め
に

利
用
す
る
写
真
票
、
そ
れ
か
ら
自
転
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
の
所
有
者
を
発
見
す
る

た
め
の
登
録
カ
ー
ド
な
ど
が
あ
る
わ
け

で
す
。

色
こ
ろ
で
同
じ
泥
俸
で
も
空
巣
ね
ら
い

と
か
金
庫
破
り
と
か
い
ろ
い
ろ
の
種
類

が
あ
り
、
叉
家
の
中
に
忍
び
こ
む
に
し

て
も
テ
コ
を
使
っ
て
戸
を
は
ず
し
た
り

便
所
の
高
窓
か
ら
入
る
も
の
、
ガ
ラ
ス

戸
を
破
る
に
し
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
で
こ

じ
る
も
の
、

p
l
ソ
ク
な
ど
で
焼
切
る

も
の
、
石
で
破
る
も
の
な
ど
多
く
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
カ
l
ド
を
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
強
盗
は
「
押
し
入
り
」

な
ど

一
0
種
類
、
泥
俸
は
「
忍
び
込
み

」
な
ど
六

O
数
種
頬
、
詐
欺
は
「
寸
借

」
な
ど
七

O
数
積
額
に
大
別
し
て
い
る

ほ
か
、
ど
う
い
う
場
所
を
狽
っ
た
か
、

ど
こ
か
ら
ど
う
し
て
入
っ
た
か
、
い
つ

噴
の
犯
行
か
、
や
り
口
に
特
別
な
方
法

は
な
い
か
、
目
的
物
は
何
で
あ
る
か
な

ど
こ
ま
か
い
点
に
ま
で
分
類
し
て
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
犯
罪
の
や
り
口
か
ら
い
ろ

い
ろ
の
資
料
を
作
成
し
て
こ
れ
を
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
利
用
し
て
犯
人
を
割
り

出
す
の
に
役
立
て
て
い
る
の
で
す
。

マ
犯
罪
現
場
は
そ
の
ま
ま
に

最
近
の
犯
罪
は
大
変
巧
妙
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
犯
罪
の
や

り
口
ま
で
か
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
す
か
ら
不
幸
に
し
て
万
が

一
犯
罪
が

発
生
し
た
と
き
は
片
付
け
た
り
し
て
現

場
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

も
っ
と
も
大
切
で
あ
り
、
そ
し
て

一
刻

も
早
く
警
・
祭
へ
届
け
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

役
場
デ
ス
ク
案
内
は
都
合
に

よ
り
一
時
中
止
い
た
し
ま
す


